
34

本道の 小学校算数 調査結果
１ 本道の課題となっている設問

２ 重点的な取組が必要な学習内容など

【指導するべき基礎的な内容の確認をしましょう】 【算数的活動の充実を図りましょう】
○ 小数や分数の表し方 □ グラフや表から必要な情報を読みとる
○ 乗法や除法の計算の仕方 □ 既習内容の活用や見通しをもつ
○ 図形の面積の求め方 □ 考えたことを言葉や数、式などで表す
○ 図形の特徴の捉え方 □ 考えたことを説明し合う
○ 四則計算の仕方 □ 根拠に基づいて説明し、記述する
○ 割合、百分率の表し方と求め方

領域 年度・設問 設問の概要 全国との差

Ａ H22 A2(1) ８ｍの重さが４ kgの棒の１ｍの重さを求める式と答えを書く －１０．４
数 H22 A3 長方形の黒い部分を表す分数を選ぶ －１０．４
と H21 A1(4) ４８．１÷１．３ － ７．０
計 H20 A3 小数の乗法及び除法の式で、答えが被乗数、被除数より大きくなるものを選ぶ －１１．０
算 H19 A1(4) １２÷０．６ －１１．５

H19 A3(2) ０．５、７／１０、４／５のうち、最大の数を数直線上に表す － ９．７

Ｂ H23 A4 底辺 7cm、高さ 3cm、斜辺 4cmの平行四辺形の面積を求める式と答えを書く ※６５．９
量 H21 A6 方眼上の三角形の面積を求める式を書く －１１．３
と H21 B4(2) 縦５ cm、横７ cmの長方形の板に縦２ cm、横１ cmの長方形のカードを敷き詰 － ６．４
測 められないと判断するための考えを書く
定 H19 A5(3) 半径１０ cmの円の面積を求める式と答えを書く －１１．１

Ｃ H22 B6(1) バスのドアの下にできる三角形について、その名前を選び、判断のわけを選ぶ － ７．４
図 H22 B6(2) バスのドアが動く様子を表した図を見て、円周の一部と直線の長さの大小につ － ７．０
形 いての正しい記述を選び、判断のわけを書く

H20 A8(2) ひし形を２本の対角線で切ったときにできる三角形の名前を答える －１２．５

Ｄ H23 A9 １００人のうち４０％が女子のとき、女子の人数を求める式と答え ※３６．２
数 H23 B4(3) グラフを見て示された比較量の大小判断が、正しいという理由を記述する ※ ６．９
量 H22 A1(6) ５０＋１５０×２ －１２．９
関 H22 A9(1) じゃがいも畑の面積４０㎡が、学校の畑の面積５０㎡のどれだけの割合か －１２．７
係 H22 B1(2) おつりを正しく求められるように式に（ ）を書き加える －１０．２

H21 A1(6) ８０－３０÷５ －１１．０
H20 A1(5) ３+２×４ －１０．８
H20 A9(2) ６２０冊の本の４０％の冊数を求める式と答えを書く －１３．３
H19 A1(7) ６＋０．５×２ －１３．９

※ H23 の設問は、全国との比較ができないため、平均正答率を掲載している。

☆ 上記の課題となっている設問から、今後の学習の基盤として重要な学習内容などを領域
別に整理し、「重点的な取組が必要な学習内容など」として焦点化しました。

☆「重点的な取組が必要な学習内容など」の中から、今後、算数の学習の習得及び活用に影
響を与える学習として、確実に定着させておく必要があり、北海道として迅速に定着を図る必
要がある学習内容を分かりやすく「オール北海道で目指す目標」として次のように定めました。
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３ オール北海道で目指す目標の設定

【各学年において指導する学習内容を確認しましょう】
□「数と計算」に関する指導内容

【各学年において指導方法を工夫しましょう】

◇全校としての取組◇
□ 考えたことをノートにまとめるなど、言葉や数、式などで表すことを指導する。
□ 考えたことを書いたノートをもとにして、友達と説明し合う機会を設定する。
□ 指導内容が児童に身に付いているかどうかを確かめ、繰り返し指導する。

◇算数的活動の充実◇

□ 道教委では、平成２４年度の全国学力・学習状況調査等から、「オール北海道で目指す目標」の
定着状況を検証するなどして、新たに「重点的な取組が必要な学習内容など」を明確にします。

☆ 四則計算ができるようにしましょう ☆
・全ての子どもが、各学年において「四則計算ができるようにする」ために、指導内容を確認し、

算数的活動を通して、学習指導要領の内容が確実に身に付くよう授業改善を図りましょう。

授業改善のための各学年の指導のポイント

第３学年
□わり算

第５学年
□小数、分数
の乗・除

第６学年
□小数、分数の
計算

第３学年
・小数や分数を具体物、図、数直
線を用いて表し、大きさを比べ
る活動をしましょう。

参考：学習指導要領解説算数編
第３学年 算数的活動

第４学年

・場面に応じて、計算の仕方を考
える活動をしましょう。

参考：学習指導要領解説算数編
第４学年

第５学年
・数量の関係を言葉や数、式を用
いて表す方法を考えましょう。

参考：報告書 Follow-up B1
正しい図を判断し、その判断の
理由を数学的に表現する

第１学年
□たし算
□ひき算

第２学年
□かけ算
九九

第４学年
□小数、分数の加法、
減法

□整数（加法、減法、
乗法、除法）の計算

第１学年

・計算の意味や計算の仕方を、具体
物を用いたり、言葉、数、式、図

を用いたりして表す活動をしまし

ょう。

第２学年
・乗法九九の表を構成したり、観
察したりして、計算の性質やき
まりを見付ける活動をしましょ
う。

第６学年
・小数及び分数の計算の能力を定
着させ、それらを用いる能力を
伸ばすようにしましょう。
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小学校算数Ａ

３ 指導のポイントを明らかにしましょう

第４学年では

○除法について成り立つ性質
について理解できるよう
にする

・除数及び被除数に同じ数
をかけても、同じ数で割
っても商は変わらないと
いう性質を調べ、その計
算の仕方を考えたり、計
算の確かめに生かしたり
するように指導する。

Ａ ÷ Ｂ ＝Ｃのとき
(Ａ×ｍ)÷(Ｂ×ｍ)＝Ｃ
(Ａ÷ｍ)÷(Ｂ÷ｍ)＝Ｃ

１ 課題となる問題を分析しましょう

１ 次の計算をしましょう。
＜出題のねらい＞

この問題は、小数の除法「（整数）÷（小数）」の計
算をすることができるかどうかをみるものです。

ここでは、４年生で学習した「被除数と除数に同じ
数をかけても商は変わらない」という除法について成
り立つ性質を正しく用
いることが求められて
います。

＜正 答＞ ２０

ONE POINT
・誤答の例を考え、４年生
の除法の性質の理解の状
況を確認しましょう。

第５学年では

○小数の除法の計算の仕組みに
ついて理解できるようにする

・第４学年で学習した除法の計
算で、被除数と除数に同じ数
をかけても商は変わらないと
いう除法の性質を生かして、
既習の整数の除法として計算
の仕方を考えるように指導する。

１２ ÷０．６＝ □

↓ 10 倍 ↓ 10 倍 変わらない

１２０÷ ６ ＝ □

☆ ４年生で学習する除法について成り立つ性質を生かして、小数の除法の計算の仕方を考
えましょう。

第６学年では
○分数の除法の意味につい
て理解できるようにする

・分数の除法の意味を理解
し、計算の仕方を考える
ことにより、整数と同じ関
係や法則が成り立つことを
指導する。

○小数、分数の計算の能力
を定着させるようにする

・小数及び分数の四則計算
について、計算の意味を理
解することや計算の仕方に
ついて考えるよう指導する。

基礎・基本の確実な定着を目指して

■第５学年 Ａ 数と計算

２ 指導内容を確認しましょう
【第４学年】

○整数の除法
・除法について成り立つ性質

Ａ ÷ Ｂ ＝Ｃのとき
(Ａ×ｍ)÷(Ｂ×ｍ)＝Ｃ

【第５学年】
○小数の除法
・小数の除法の意味についての

理解を深め、それを用いるこ
とができるようにする。

【第６学年】
○分数の除法
○小数、分数の計算の能力
の定着

除法の性質の活用
・第４学年で学習する「除法について成り立つ性質」を振り返って確かめることにより、

小数の除法も、小数点の位置に着目して整数に置き換えて整数の除法と同じように計
算できることについて定着を図ります。
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小学校算数Ａ

３ 指導のポイントを明らかにしましょう

第４学年では

○正方形及び長方形の面積
の求め方を考えることが
できるようにする。

・例えば、単位正方形が規
則正しく並んでいること
から、乗法を用い手際よ
く個数を知ることができ
ることなどを理解できる
よう指導する。

・１㎠の正方形が幾つ分か
を計算によって求めるこ
とができるようにする。

（長方形の面積）＝
（縦）×（横）

１ 課題となる問題を分析しましょう

＜出題のねらい＞

この問題は、平行四辺形の面積の求め方について理
解しているかどうかをみるものです。

ここでは、底辺と高さの意味や平行四辺形の面積を
求める公式を理解していることや必要以上の情報があ
る中で公式を適用するために必要な情報を選択すること
が求めらてれいます。

＜正 答＞

（ 式 ）７×３ など
（答え）２１（㎠）

ONE POINT
・学習する際、図形を斜めにした
り、逆さにして提示するなど、
必要な情報を確実に読みとれるよ
う教材の工夫をしましょう。

２ 指導内容を確認しましょう

【第４学年】
○面積の単位と測定
○正方形、長方形の面積
の求め方

【第５学年】
○三角形、平行四辺形、ひし
形、台形の面積の求め方

【第６学年】
○円の面積の求め方

平面図形の面積

・第４学年で学習する正方形、長方形の面積の求め方や公式を振り返って確かめることに
より、新しい図形の面積の求め方を考えたり、面積を求めるために必要な部分の長さを
見付けたりすることなどを学習し、図形の面積の求め方について定着を図ります。

第５学年では
○平行四辺形の底辺、高さの
意味を確実に理解できるよ
うにする。

・平行四辺形を長方形に変形
し、第４学年の学習を生か
して長方形の面積として求
めることができるように指
導する。

・平行四辺形の底辺と高さが
垂直であることを確実に理
解させることにより、変形
した長方形の「横」と「縦」
が、もとの平行四辺形の「底
辺」と「高さ」に対応するこ
とを見付け、公式を導きだし
理解できるよう指導する。

○必要な長さを選択したり、
測定したりできるようにす
る。

☆ 図形の面積を求めるために、どの長さが必要かを既習事項を基に考え、図形
の情報を整理し、面積の求め方を考えましょう。

第６学年では

○円の面積の求め方を考え、
計算できるようにする。

・例えば、第４学年の学習
と同様に、円の中に１㎠
の正方形がいくつ入るか
を確かめることなどを指
導する。

・例えば、円をおうぎ形に
細かく等分して並べ、平
行四辺形に近い形を作
り、第５学年の学習の平
行四辺形の面積の求め方
を活用して円の面積を求
めることなどを指導す
る。

基礎・基本の確実な定着を目指して

■第５学年 Ｂ 量と測定
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小学校算数Ａ

３ 指導のポイントを明らかにしましょう

第４学年では
○小数が整数と同じ仕組
みで表されていることを
理解できるようにする

・第３学年で学習した
1/10 の位までの小数を
基に、1/10 に満たない
数の表し方を指導する。

・小数も、整数と同じよ
うに十進位取り記数法
によるので、ある位の
右の位は 1/10 の大きさ
の単位になることを指
導する。

第５学年では
○乗数が小数である場合
の乗法の意味について
理解することができる
ようにする

・「基準にする大きさ」×割合
（小数で表す）＝「割合に当
たる大きさ」
について指導する。

第５学年では
○基準量は何かを理解し、それを１００
とみて百分率を考えることができ
るようにする

・数量の関係をテープ図などで表す
活動を取り入れ、何が基準量かを
意識したり、百分率は、基準量を
１００としたとき、それに対する
割合を表したものであることを理
解させるよう指導する。

○比較量を求める式を、既習の乗法と
関連付けて考えさせるようにする

・比較量は（基準量）×（割合）で
求められることを理解する。

・既に学習している小数の乗法と割
合の問題を比較して表す。

例１：１ｍ１００円のリボンの
0.4ｍ分の代金はいくらか。

例２：幅１００ｍの道路の0.4倍
の幅は道路は何ｍか。

☆ 言葉の意味と基になる大きさ（基準量）を定め、比較する大きさ（比較量）
が、基になる大きさのどのくらいになるのかを考えましょう。

第５学年では
○目的に応じて資料を集め
て分類整理し、円グラフ
や帯グラフを用いて表す
ことができるようにする

・百分率と関連させて、円
グラフや帯グラフのかき
方、読み取ることができ
るよう指導する。

第６学年では
○資料の平均や散らばり
を調べ、統計的に考察
したり表現したりするこ
とができるようにする

・資料全体の分布の様子や
特徴を分かりやすくするた
めに、百分率の考え方を用
いて度数分布表や柱状グラ
フをかいたり、読み取った
りすることができるよう指
導する。

基礎・基本の確実な定着を目指して

■第５学年 Ｄ 数量関係 （百分率）

１ 課題となる問題を分析しましょう
＜出題のねらい＞

この問題は、百分率の意味について理解してい
るかどうかをみるものです。

ここでは、百分率の意味に基づき、示された基
準量から比較量を考えることや、比較量が(基準量)
×（割合）で求められることを理解していること
が求められます。

＜正 答＞
（答え）４０（人）
（ 式 ）１００×０．４ など

２ 指導内容を確認しましょう
【第４学年】Ａ 数と計算
○小数の仕組み

【第５学年】
Ｄ 数量関係
○百分率について

理解できるよう
にする。

【第５学年】
Ｄ 数量関係 ○円グラフや帯グラフ

【第６学年】
Ｄ 数量関係 ○度数分布表や柱状グラフ

小数の意味や数の相対的な大きさの理解

・第３、４学年で学習する小数の意味や表し方を振り返って確かめることにより、基準とする大きさを１と

して、それに対する割合を小数で表すことを活用して、基準とする大きさを１００とした場合の割合を表

すことについて定着を図る。

【第５学年】Ａ 数と計算
○小数の乗法の意味
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小学校算数Ｂ

１ 課題となる問題を分析しましょう

＜出題のねらい＞
この問題は、比較量の大小判断について、示された判断が正しい理由を言葉や数を用いて記述

できるかどうかをみるものである。 （平均正答率 ６．９％ 無解答率 ３４．４％）

４ （３）国内生産台数は、輸出した台数と輸出
しなかった台数に分けることができます。

あき子さんは、左のグラフの部分を見て、１９
８０年と１９８５年の輸出した台数と輸出しなか
った台数について考えています。
あき子さんは、次のように言いました。

１９８０年と１９８５年は、どちらの年も
輸出した台数が輸出しなかった台数より多い
ことがわかります。

あき子さんが言ったことが、正しいわけを言葉
や数を使って書きましょう。

＜正 答 例＞
輸出した台数の割合と輸出しなかった台数の割合を５０％と比較して説明している。

〔主な誤答例〕
割合が５０％より大きいことのみを説明している。

【調査結果から見られる課題】

■問題を解決するために考えたことを言葉や数、式などを活用して表すこと。

２ 指導のポイントを明らかにしましょう

この設問では、国内生産台数は「輸出した台数」と「輸出しなかった台数」の和であることが
示されている。このとき、「輸出した台数の割合」と「輸出しなかった台数の割合」は１００％で
ある。このように全体の量が２つの部分（輸出した台数と輸出しなかった台数）に分けられてい
るとき、２量の大小を５０％（半分）に着目して判断できるようにすることが大切である。
指導に当たっては、「輸出した台数」の割合と「輸出しなかった台数」の割合を円グラフに表す

活動などを取り入れ、２量の大小を観察できるようにする算数的活動が考えられる。
【算数的活動例】
・「輸出した台数」の割合を連続的に変化させて、一方の割合が増えた分だけ他方の割合が減るこ
とを確認したり、一方の割合が５０％であれば輸出した台数の割合と輸出しなかった台数の割
合が同じであることを確認したりして、５０％に着目すれば２量の大小が判断できることに気
付くことができるようにする。

※授業アイディア例：http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

知識・技能等を活用する力を育成するために

「第４学年・第５学年 Ｄ 数量関係」



40

小学校算数Ｂ

１ 課題となる問題を分析しましょう

＜出題のねらい＞
この問題は、小数倍の意味に基づいて、２量の関係を正しく表している図を選択し、その判断

の理由を目盛りの数と言葉を用いて記述できるかどうかをみるものである。
（平均正答率 ９．０％ 無解答率 ４．３％）

２（２）
今度は、２分音ぷと付点２分

音ぷの長さの関係を図に表しま
す。
２つの音ぷの長さの関係を正

しく表している図を、右のアと
イから１つ選んで、その記号を
書きましょう。また、選んだ図
が正しいわけを目もりの数と言
葉を使って書きましょう。

＜正 答 例＞【記号】イ
【わけ】２分音ぷの長さの目もり４つ分とみると、付点２分音ぷの長さは、その

１．５倍なので４×１．５＝６となり、目もり６つ分で、イが正しい。
〔主な誤答例〕【記号】ア

【わけ】付点４分音ぷの長さは、４分音ぷの長さより目もり１つ分長いため、付
点２分音ぷの長さが２分音ぷの長さより目もり１つ分長くなっているア
が正しい。

【調査結果から見られる課題】

■対象や根拠を明らかにして説明できるようにする。

２ 指導のポイントを明らかにしましょう

判断の理由を説明する際には、何について述べているのか、なぜそう言えるのかを明らかにす
ることが大切である。
この設問では、示されたきまりにしたがって、２分音符をもとの音符と考えると、付点２分音

符の長さを判断することができ、目盛りの数を根拠として判断の理由を説明する必要がある。
指導に当たっては、曖昧な説明を基にして、より分かりやすい説明へ改善する活動を取り入れ

ることが考えられる。
【算数的活動例】
本設問を用いて、「１．５倍だから」という倍関係だけを書いた説明を基に、「どの音符を基に

して１．５倍と考えたのですか」という教師が発問して対象を明確にしたり、「目盛りの数を使っ
て１．５倍になっていることを説明してみましょう」と教師が発問して根拠を明確にしたりして、
説明に補うべき内容を確認し、分かりやすい説明を完成させるようにする。

※授業アイディア例：http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

知識・技能等を活用する力を育成するために

■第５学年 Ａ 数と計算
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小学校算数Ｂ

＜小学校算数Ｂ問題の調査結果から見られる主な課題＞
Follow-up B1、B2 で分析した結果から、小学校算数Ｂについて次のような課題がみられます。

■記述式の設問において、理由などを説明し記述すること
■既習内容の活用の仕方や解決の見通しのもち方、筋道を立てて考えること
■問題を解決するために考えたことを言葉や数、式などを活用して表すこと

＜指導のポイント＞

問題の解決のために考えていることを説明し合う機会の充実

学習指導の改善に向け、次の重点事項に留意し、算数的活動の充実を図ることが大切です。
＜学習指導の改善に向けた重点事項＞

各学年においては
○児童の発達の段階や、その下学年での指導内容に応じて、見通しをもち筋道を立てて考える能力を
育てるよう指導する。

○児童が具体物を用いたり、言葉、数、式、図、表、グラフなどを用いたりして、自分の考えたこと
を表現したり、友だちに説明したりすることができるよう指導する。

主な算数的活動例

【第２学年】 加法と減法の相互関係を図や式に表し、説明する算数的活動
この活動は、加法と減法の相互関係の場面について、「逆思考」になるような問題を取り上げ、

その解決の仕方を考え、図や式に表し、説明できるようにすることを通して、加法と減法の相
互関係の理解を深めることをねらいとする。
「はじめにリンゴがいくつかあって、５個

もらったら、１２個になった。はじめにいく
つあったのか」という問題に右のような図を
用いたりする。
また、それらの表現を関連付けて用いたり

して考えることが大切である。
さらに、合計の１２個からもらった５個を

返す（ひく）と考えて１２－５という式にな
るというように、式の部分である「１２」、「－」、「５」と場面とを関連付けたり、また、それ
らを図と関連付け、図の部分部分と対応させて説明することができるようにする。

【第４学年】 長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を、具体物を用いたり、言葉、数、
式、図を用いたりして考え、説明する活動

この活動は、図形についての見方を用いて正方形や長方形の面積の公式を活用すれば、より
簡単に面積が求められることを実感させることをねらいとしている。さらにこのことは、既習
事項を基に、筋道を立てて説明しようとする態度を育てることもねらいとしている。
下のＬ字型の図形の面積の求め方を、言葉、数、式、図を用いたりして考え、説明する。

知識・技能等を活用する力を育成するために

■ 小学校算数Ｂ問題における課題の解決に向けて


